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宮
城
朝
陽
同
窓
会

平
成
二
年
新
年
会

日
　
時
　
平
成
二
年

一
丹
二
十
六
日

（金
）

午
後
六
時
―
午
後
八
時
三
０
分

〈広
　
場
　
申
国
飯
店

「龍
鳳
苑
」

仙
台
市
青
業
通
り
ひ
ら
つ
か
ビ
ル
ー
ー

出
席
者

（敬
称
略
）

小
松
茂
人
（旧
師
）
、
島
内
武
文
（３
回
）
、
本
問
正

樹
（１３
回
）
、
山
口
格
（恥
回
）
、
菊
池
章
（拗
回
）
、

同
期
会

だ

よ
リ

ー
ー

ー

ー
ー

佐
藤
教
久
（２０
回
）
、
安
達
祝
伍
（２０
回
）
、
声
藤
尚

生
（新
１
回
）
、
岩
井
鉄
也
（新
４
回
）
、
■
本
恭
規

（新
９
回
）、
大
藤
高
志
（新
１０
回
）
、
宮
野
壮
太
郎

（新
１１
回
）
、
曽
我
部
正
郷
（新
１４
回
）
、
渡
辺
豊
彦

（新
１６
回
）、
直
江
真

一
（新
２２
回
）

（以
下
学
生
）

松
村
由
隆
（新
３７
回
）
、
小
田
島
肇
（新
３８
国
）、
小

松
偉
二
（新
３８
回
）
、
日
向
野
格
（新
４０
回
）

以
上
１９
名

経
　
過

厳
し
い
寒
さ
の
中
な
つ
か
し
い
面
々
が
集
ま
り
宮

野
氏
司
会
の
も
と
、山
国
会
長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
、

旧
師
小
松
先
生
の
音
頭
で
乾
杯
、
小
松
先
生
は
９０
才

に
な
ら
れ
寒
い
中
ご
出
席
戴
き
感
無
難
、
島
内
名
誉

会
長
よ
り
卒
業
順
に
在
学
時
代
の
話
や
四
方
山
語
を

ま
じ
え
て
の
自
己
紹
介
、
仙
台
に
転
勤
で
は
じ
め
て

出
席
さ
れ
た
安
達
祝
伍
氏

（２０
回
）
（大
手
開
発
株

式
会
社
仙
台
支
店
長
）
、
営
我
部
工
場

（新
１４
回
）

（東
芝
営
業
部
長
）
、
東
北
大
新
入
学
生
日
向
野
格

君

（新
４０
回
）
も
雰
囲
気
に
な
じ
み
歓
談
、
い
つ
も

出
席
さ
れ
る
鈴
木
芳
之
氏

（新
４
回
）
は
熊
谷
道
路

北
関
東
支
店
長
に
ご
栄
転
さ
れ
、
や
や
寂
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
酔
い
が
ま
わ
る
程
に
驚
心
に
か
え
り
在

校
時
代
の
旧
師
学
囲
の
事
に
花
が
咲
き
定
刻
よ
り
３０

分
亀
持
し
て
、
記
念
撮
影
を
撮
り
大
中
健
児
の
歌
を

声
高
ら
か
に
斉
唱
し
て
来
春
ま
た
会
う
日
を
楽
し
み

に
散
会
致
し
ま
し
た
。

お
願
い

宮
城
県
に
転
勤
又
は
入
学
さ
れ
ま
し
た
折
は
、
是

非
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

宮
城
朝
陽
会
員
名
簿
を
差
し
上
げ
ま
す
。
又
来
年

の
新
年
会
の
ご
案
内
も
ご
通
知
数
し
ま
す
．

事
務
局
　
仙
台
市
青
葉
区
上
杉

一
丁
酢
九
―
二
五

仰
セ
ン
ド
内
　
本
間
正
樹

奮
　
３
千
三
甲
一
一
Ｉ

一
一　
内
線
二
〇


